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日本国内における憎悪表現（ヘイトスピーチ）の規制についての一考察

日
本
国
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け
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憎
悪
表
現
（
ヘ
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ス
ピ
ー
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）
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規
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つ
い
て
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一
考
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一　

日
本
に
お
け
る
憎
悪
表
現
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）
を
と
り
ま
く
状
況

　

１　

は
じ
め
に

　

近
年
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
と
く
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
中
心
に
、
中
国
、
韓
国
、
及
び
北
朝
鮮
出
身
の
人
々
に
対
す
る
憎

悪
の
表
現
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ）

1
（

）
が
頻
繁
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
と
が
社
会
問
題
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る）2
（

。
日
本
社
会
に
こ
の
よ
う
な
憎
悪
表
現
が
広
が
る
な
か
で
、
こ
う
し
た
表
現
が
被
害
者
や
社
会
全
体
に
及
ぼ
す
害
悪
を
防
止

す
る
た
め
に
法
規
制
を
設
け
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
る
一
方
で
、
憲
法
二
一
条
の
表
現
の
自
由
の
保
障
に
照
ら
す
と
法
規

制
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る）3
（

。

　

こ
れ
ま
で
反
政
府
表
現
規
制
や
不
道
徳
表
現
規
制
な
ど
の
表
現
内
容
規
制
を
批
判
し
て
き
た
通
説
的
見
解
の
立
場
か
ら
は
、
憎
悪

表
現
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い
て
規
制
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う
結
論
が
導
き
出
さ
れ
や
す
い
。
と
く
に
人
種

的
な
憎
悪
表
現
が
政
治
的
表
現
と
し
て
発
信
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
自
由
は
手
厚
く
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と
も
言
い
う
る
。
し
か

し
、
憎
悪
表
現
は
、
従
来
の
表
現
の
自
由
の
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
の
主
題
で
あ
っ
た
反
政
府
表
現
や
不
道
徳
表
現
と
は
大
き
く
異
な

る
性
質
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
規
制
対
象
と
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
表
現
が
政
府
や
多
数
派
な
ど
の
社
会
的
な
強
者
を
攻
撃
す
る

表
現
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
今
日
問
題
と
さ
れ
る
憎
悪
表
現
は
社
会
的
な
弱
者
を
攻
撃
す
る
表
現
で
あ
る
。
こ
の
構
図
を
ふ
ま
え
る

と
、
憎
悪
表
現
規
制
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
憎
悪
表
現
が
社
会
的
弱
者
に
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
た
り
被
害
者
の
日
常
生
活
に

支
障
を
き
た
し
た
り
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
憎
悪
表
現
の
蔓
延
が
社
会
の
偏
見
や
差
別
構
造
を
助
長
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
憲
法
上
の
自
由
や
平
等
を
守
る
た
め
の
当
然
の
手
法
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
の
日
本

に
お
い
て
、
憎
悪
表
現
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
稿
で
は
、
以
下
、
ま
ず
、
憎
悪
表
現
規
制
に
関
す
る
国
際
社
会
及
び
日
本
政
府
の
立
場
を
確
認
し
た
う
え
で
、
第
二
章
で
は
既
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存
の
国
内
法
制
度
の
下
で
憎
悪
表
現
規
制
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
検
証
し
、
さ
ら
に
、
第
三
章
で
は
二
〇
〇
九
年

か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
起
き
た
京
都
の
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
示
威
活
動
を
め
ぐ
る
一
連
の
裁
判
例
を
紹
介
し
た
後
、
第
四
章
に

お
い
て
、
改
め
て
憎
悪
表
現
の
規
制
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
う
る
の
か
を
検
討
す
る
。
な
お
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
お
い

て
、「
人
種
」
が
「
人
種
、
皮
膚
の
色
、
世
系
又
は
民
族
的
若
し
く
は
種
族
的
出
身
」（
一
条
）
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
、
と
く
に
人
種
と
民
族
と
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
人
種
と
表
記
す
る
こ
と
と

す
る）4
（

。

　

２　

国
際
社
会
の
動
き
と
日
本
の
対
応

　

国
際
社
会
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
に
人
種
差
別
主
義
に
基
づ
く
著
し
い
人
権
侵
害
の
歴
史
を
経
験
し
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
終
戦
直
後
の
一
九
四
八
年
に
国
連
総
会
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言
を
採
択
し
、
そ
の
七
条
後
段
に
お
い
て
差
別
又
は
差
別
扇
動

を
禁
止
す
る
旨
を
宣
言
し
た
。
そ
の
後
、
な
お
も
人
種
差
別
主
義
が
根
強
く
残
る
状
況
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
人
種
差
別
思
想
に
基

づ
く
差
別
の
実
践
を
禁
止
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
人
種
差
別
思
想
そ
の
も
の
を
統
制
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
方
が
広
ま
っ
た
。
そ
し

て
、
差
別
思
想
を
根
絶
す
べ
く
、
一
九
六
五
年
に
は
、
国
連
総
会
で
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
」

（
人
種
差
別
撤
廃
条
約
）
を
採
択
し
、
そ
の
四
条
に
お
い
て
、
締
約
国
に
対
し
、
特
定
の
人
種
の
優
越
性
の
宣
伝
又
は
人
種
的
憎
悪
及

び
人
種
差
別
の
正
当
化
若
し
く
は
助
長
を
企
て
る
宣
伝
を
非
難
し
て
差
別
扇
動
の
根
絶
の
た
め
に
迅
速
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、（
ａ
）
人
種
的
優
越
又
は
憎
悪
に
基
づ
く
思
想
の
流
布
及
び
人
種
差
別
の
扇
動
等
が
法
律
で
処
罰
す
べ
き

犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
、（
ｂ
）
人
種
差
別
の
助
長
や
扇
動
を
行
う
団
体
及
び
組
織
的
宣
伝
活
動
を
法
律
で
禁
止
す
る

と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
団
体
又
は
活
動
へ
の
参
加
が
法
律
で
処
罰
す
べ
き
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
、（
ｃ
）
国
又
は
地

方
の
公
の
当
局
又
は
機
関
が
人
種
差
別
を
助
長
し
又
は
扇
動
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
こ
と
を
求
め
た
（
一
九
六
九
年
発
効
）。
さ
ら
に
、
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一
九
六
六
年
に
は
、
国
連
総
会
で
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
国
際
人
権
Ｂ
規
約
）
を
採
択
し
、
そ
の
二
〇

条
二
項
に
お
い
て
、「
差
別
、
敵
意
又
は
暴
力
の
扇
動
と
な
る
国
民
的
、
人
種
的
又
は
宗
教
的
憎
悪
の
唱
道
は
、
法
律
で
禁
止
」
す

べ
き
こ
と
を
定
め
た
（
一
九
七
六
年
発
効
）。

　

こ
う
し
た
国
際
社
会
の
動
き
を
背
景
に
、
欧
州
諸
国
や
カ
ナ
ダ
は
、
憎
悪
表
現
が
被
害
者
個
人
や
社
会
全
体
に
与
え
る
害
悪
を
防

止
す
べ
く
、
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
法
制
度
を
導
入
し
た
。
し
か
し
、
た
と
え
国
際
的
な
人
権
規
範
に
反
す
る
不
適
切
な
表
現
で

あ
っ
て
も
、
表
現
の
自
由
の
重
要
性
に
照
ら
す
と
、
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
も
根
強
い
。
憎
悪

表
現
は
、
平
等
を
推
進
す
る
政
府
の
政
策
を
批
判
す
る
政
治
的
見
解
と
し
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
表
現
の
自
由

の
保
障
を
最
大
限
に
う
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
方
も
成
り
立
つ
。
表
現
の
自
由
の
保
障
を
絶
対
視
す
る
伝
統
を
も
つ
ア
メ
リ
カ

で
は
、
一
九
九
二
年
、
連
邦
最
高
裁
が
憎
悪
表
現
の
規
制
を
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
後
、
一
九
九
四
年
、
憎
悪
表
現
規
制
を
求
め

る
人
種
差
別
撤
廃
条
約
四
条
を
留
保
す
る
宣
言
を
付
し
た
形
で
同
条
約
を
批
准
し
て
い
る）5
（

。

　

日
本
は
、
国
際
人
権
Ｂ
規
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
効
か
ら
三
年
後
の
一
九
七
九
年
に
批
准
し
た
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
つ

い
て
は
、
加
入
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
翌
年
、
す
な
わ
ち
条
約
の
発
効
か
ら
二
六
年
後
の
一
九
九
五
年
で
あ
り
、
か
つ
、
表
現
規
制

を
求
め
る
四
条
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
流
の
留
保
を
踏
襲
し
、「
日
本
国
憲
法
の
下
に
お
け
る
集
会
、
結
社
及
び
表
現
の
自
由
そ
の

他
の
権
利
の
保
障
と
抵
触
し
な
い
限
度
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す
る
」
と
い
う
留
保
を
付
す
形
で
加
入
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
四
条
に
留
保
が
付
さ
れ
た
こ
と
と
、
国
連
で
の
採
択
か
ら
日
本
の
加
入
ま
で
に
三
〇
年
と
い
う
年
月
を
経
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
、
四
条
に
留
保
を
付
す
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
同
条
の
要
請
に

適
合
す
る
規
制
は
幅
広
い
表
現
行
為
を
対
象
と
す
る
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
規
制
を
設

け
る
こ
と
は
憲
法
二
一
条
の
表
現
の
自
由
の
保
障
及
び
憲
法
三
一
条
の
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
に
抵
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
ゆ
え
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に
、「
憲
法
の
保
障
と
抵
触
し
な
い
限
度
に
お
い
て
、
本
条
約
第
四
条
に
規
定
す
る
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
と
し
た
」
と
説
明
し
て

い
る）6
（

。
一
方
、
長
期
間
、
加
入
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
と
し
て
、
政
府
は
、
表
現
の
自
由
等
の
基
本
的
人
権
の
保
障
と
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
検
討
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
を
挙
げ
た
う
え
で
、
最
終
的
に
一
九
九
五
年
に
加
入
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
「
村
山
総
理
の
非
常
に
強
い
御
指
示
」（
国
務
大
臣
答
弁
）
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る）7
（

。
さ

ら
に
、
前
年
の
一
九
九
四
年
に
米
国
が
四
条
に
留
保
を
付
し
て
同
条
約
を
批
准
し
た
こ
と
も
、
日
本
が
同
条
約
に
加
入
す
る
際
の
議

論
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
日
本
政
府
は
憎
悪
表
現
の
規
制
を
求
め
る
四
条
の
履
行
に
つ
い
て
は
留
保
を
し
て
い
る
が
、
人
種
差
別
の
根
絶
を
め
ざ
す

た
め
に
表
現
規
制
以
外
の
手
段
を
活
用
す
る
と
い
う
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
国
民
一
般
の
人
権
意
識
」
の
啓

発
を
通
し
た
「
社
会
の
自
浄
作
用
」
に
よ
る
差
別
撲
滅
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
既
存
の
国
内
法
の
執
行
を
通
し
て
差
別
に
よ
る
人
権

侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る）8
（

。

二　

日
本
国
内
の
法
制
度
の
下
に
お
け
る
憎
悪
表
現
へ
の
対
処

　

１　

既
存
の
法
律
に
よ
る
対
処
の
可
能
性

　

今
日
の
日
本
社
会
に
み
ら
れ
る
憎
悪
表
現
に
対
し
て
、
政
府
の
述
べ
る
と
お
り
に
既
存
の
法
制
度
の
な
か
で
対
応
を
す
る
場
合
、

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
規
定
に
基
づ
く
対
応
が
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
諸
外
国
の
規
制
例
を
参
照
し
た
場
合
、
現
在
の
日
本
で
採

り
う
る
規
制
手
法
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
以
下
、
ま
ず
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
四
条
の
要
請
す
る
表
現
規
制
に
関
し

て
、
同
条
約
に
関
す
る
日
本
政
府
の
定
期
報
告
書
（
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
三
年
）
の
説
明
に
沿
っ
て
紹
介
す
る
。

　

第
一
に
、
四
条
の
求
め
る
「
人
種
的
優
越
又
は
憎
悪
に
基
づ
く
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
流
布
」
の
規
制
に
関
し
て
、
日
本
の
現
行
法
に
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は
、
こ
れ
に
あ
た
る
憎
悪
表
現
を
一
般
的
に
処
罰
対
象
と
す
る
規
定
は
な
い
が
、
特
定
の
個
人
や
団
体
の
名
誉
や
信
用
を
害
す
る
内

容
を
有
す
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
刑
法
の
名
誉
毀
損
罪
（
二
三
〇
条
）、
侮
辱
罪
（
二
三
一
条
）
又
は
信
用
毀
損
・
業
務
妨
害
罪
（
二

三
三
条
）
に
よ
り
処
罰
さ
れ
、
一
方
、
特
定
個
人
に
対
す
る
脅
迫
的
内
容
を
有
す
る
場
合
は
、
刑
法
の
脅
迫
罪
（
二
二
二
条
）、
暴
力

行
為
等
処
罰
に
関
す
る
法
律
の
集
団
的
脅
迫
罪
（
一
条
）、
常
習
的
脅
迫
罪
（
一
条
の
三
）
等
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
。

　

第
二
に
、
四
条
の
求
め
る
「
人
種
差
別
の
扇
動
」
の
規
制
に
関
し
て
は
、
右
の
各
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
、
そ
の
教
唆
犯
（
刑
法

六
一
条
）
又
は
幇
助
犯
（
六
二
条
）
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
ほ
か
、
公
務
員
の
平
等
取
扱
の
原
則
違
反
（
国
家
公
務
員
法
二
七
条
、
一
〇

九
条
、
地
方
公
務
員
法
一
三
条
、
六
〇
条
）
な
ど
に
よ
る
処
罰
も
あ
る
。

　

第
三
に
、
四
条
の
求
め
る
「
人
種
若
し
く
は
皮
膚
の
色
若
し
く
は
種
族
的
出
身
を
異
に
す
る
人
の
集
団
に
対
す
る
す
べ
て
の
暴
力

行
為
」
の
「
扇
動
」
の
規
制
に
関
し
て
、
暴
力
行
為
を
規
制
す
る
刑
法
の
騒
乱
罪
（
一
〇
六
条
）、
強
姦
罪
（
一
七
七
条
）、
集
団
強

姦
罪
（
一
七
八
条
の
二
）、
殺
人
罪
（
一
九
九
条
）、
傷
害
罪
（
二
〇
四
条
）、
凶
器
準
備
集
合
罪
（
二
〇
八
条
の
二
）、
及
び
強
盗
罪
（
二

三
六
条
）
等
の
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ら
の
教
唆
犯
（
六
一
条
）
又
は
幇
助
犯
（
六
二
条
）
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
ほ
か
、
傷
害

の
現
場
助
勢
罪
（
二
〇
六
条
）
も
処
罰
さ
れ
る
。

　

以
上
、
憎
悪
表
現
へ
の
対
処
手
法
と
し
て
日
本
政
府
が
挙
げ
る
刑
事
法
規
定
を
紹
介
し
た
が
、
今
日
の
日
本
社
会
に
み
ら
れ
る
憎

悪
表
現
に
対
処
す
る
手
法
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
既
存
の
刑
事
法
体
系
に
よ
る
処
罰
規
定
以
外
に
も
、
新
規
の
人
権
法
制
の
下
の

規
制
、
デ
モ
規
制
、
又
は
民
事
責
任
の
追
及
と
い
っ
た
手
法
が
想
定
し
う
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
、
刑
事
法
に
よ
る
規
制
と
し
て
、

表
現
内
容
規
制
の
類
型
（
脅
迫
罪
、
名
誉
毀
損
罪
、
及
び
侮
辱
罪
）
と
表
現
の
二
次
的
効
果
に
対
す
る
規
制
の
類
型
（
業
務
妨
害
罪
）

と
い
う
二
つ
の
類
型
を
確
認
し
た
う
え
で
、
人
権
法
体
系
に
お
け
る
規
制
、
デ
モ
規
制
、
及
び
民
事
上
の
不
法
行
為
に
着
目
し
て
、
い

ず
れ
も
既
存
の
法
令
を
憎
悪
表
現
に
適
用
す
る
手
法
と
、
新
規
の
法
制
度
を
設
け
て
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
手
法
の
双
方
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
み
て
い
く
。
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２　

刑
事
法
に
よ
る
規
制
（
一
）︱
︱
表
現
内
容
規
制
の
類
型
（
脅
迫
罪
、
名
誉
毀
損
罪
、
侮
辱
罪
）
︱
︱

　

第
一
の
手
法
と
し
て
、
刑
事
法
に
よ
る
規
制
の
う
ち
、
特
定
の
内
容
の
表
現
を
禁
止
す
る
規
定
を
憎
悪
表
現
に
適
用
す
る
手
法
が

あ
る
。
日
本
の
現
行
刑
法
の
関
連
規
定
の
う
ち
、
と
く
に
憎
悪
表
現
に
対
し
て
適
用
し
う
る
も
の
は
す
で
に
１
で
紹
介
し
た
が
、
な

か
で
も
実
際
に
適
用
さ
れ
る
場
面
が
想
定
さ
れ
や
す
い
の
は
、
脅
迫
罪
（
刑
法
二
二
二
条
）、
名
誉
毀
損
罪
（
二
三
〇
条
）、
侮
辱
罪

（
二
三
一
条
）
等
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ま
ず
、
脅
迫
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
に
は
被
告
知
人
又
は
そ
の
親
族
の
生
命
、
身
体
、
自
由
、
名
誉
又
は

財
産
に
対
し
て
害
悪
を
加
え
る
旨
を
告
知
し
て
脅
迫
す
る
こ
と
、
及
び
当
該
害
悪
の
告
知
が
被
告
知
人
を
畏
怖
さ
せ
る
に
足
り
る
程

度
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、「
×
×
町
の
×
×
商
店
街
の
○
○
人
の
経
営
す
る
店
は
、
三
日
以
内
に
閉

店
し
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
叩
き
壊
す
」
と
い
っ
た
よ
う
に
具
体
的
な
加
害
対
象
を
特
定
し
た
憎
悪
表
現
を
発
信
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

脅
迫
罪
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、
名
誉
毀
損
罪
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
立
に
は
特
定
の
個
人
又
は
法
人
若
し
く
は
団
体
の
社
会
的
評
価
を
低
下
さ
せ
る
よ
う

な
具
体
的
事
実
を
適
示
す
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
を
不
特
定
又
は
多
数
の
人
が
認
識
し
う
る
状
態
で
適
示
す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
し
、
侮
辱
罪
の
成
立
に
は
、
公
然
と
人
に
対
す
る
侮
辱
的
価
値
判
断
を
表
示
す
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
が
不
特
定
又
は
多
数
の
人
が

認
識
し
う
る
状
態
で
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
た
と
え
ば
、「
○
○
人
の
経
営
す
る
×
×
町
の
×
×
商
店
」
を

名
指
し
し
た
う
え
で
、
事
実
の
適
示
を
し
な
が
ら
○
○
人
の
社
会
的
地
位
を
低
下
さ
せ
る
内
容
の
発
言
を
行
っ
た
場
合
は
名
誉
毀
損

罪
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
事
実
の
適
示
を
せ
ず
に
○
○
人
を
侮
辱
す
る
内
容
の
発
言
を
行
っ
た
場
合
は
侮
辱
罪
が
成
立
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
後
述
の
京
都
の
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
事
件
で
は
、
当
該
朝
鮮
学
校
に
直
接
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
侮
辱
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
不
特
定
多
数
の
属
す
る
人
種
集
団
全
体
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
構
成
要
件
を
満
た

す
可
能
性
が
極
め
て
低
い
。
そ
の
た
め
、
も
し
も
不
特
定
多
数
の
人
種
集
団
全
体
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
た
と
え
ば
、
脅
迫
罪
、
名
誉
毀
損
罪
、
又
は
侮
辱
罪
等
の
概
念
を
応
用
し
て
人
種
・
民
族
的
な
集
団
に
対
す
る
名
誉
毀
損
や
侮

辱
を
成
立
さ
せ
る
可
能
性
を
探
る
か
、
憎
悪
表
現
の
規
制
の
た
め
の
新
た
な
規
定
を
創
設
す
る
と
い
う
手
法
を
と
る
必
要
が
生
じ
る）9
（

。

イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
等
は
こ
の
よ
う
な
手
法
を
採
用
し
て
い
る
が）（（
（

、
前
述
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は

連
邦
最
高
裁
で
憎
悪
表
現
規
制
が
違
憲
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
こ
の
よ
う
な
手
法
の
規
制
は
設
け
て
い
な
い
。

　

３　

刑
事
法
に
よ
る
規
制
（
二
）︱
︱
表
現
の
二
次
的
効
果
の
規
制
の
類
型
（
威
力
業
務
妨
害
罪
）
︱
︱

　

２
と
同
様
に
刑
事
法
に
よ
る
規
制
で
あ
り
な
が
ら
、
表
現
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
表
現
の
二
次
的
・
副
次
的
効
果
を
規
制
す
る

と
い
う
方
式
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
発
信
さ
れ
た
憎
悪
表
現
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
や
発
信
形
態
が
原
因
と
な
り
、
又
は
憎
悪
表
現

を
発
信
す
る
集
団
行
動
の
物
理
的
な
側
面
が
原
因
と
な
り
、
商
用
施
設
や
教
育
施
設
等
の
業
務
が
妨
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
威
力
業

務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
四
条
）
が
成
立
す
る
余
地
が
あ
る
。
後
述
の
京
都
の
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
事
件
で
も
同
罪
の
成
立
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
お
り
、
同
罪
は
物
理
的
な
妨
害
行
為
に
か
ぎ
ら
ず
、
人
の
意
思
に
は
た
ら
き
か
け
て
自
由
な
業
務
遂
行
を
妨
害
す
る
行

為
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
適
用
が
認
め
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る）（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
威
力
業
務
妨
害
罪
が
成
立
す
る
の
は
、
業
務
す
な
わ
ち
「
職
業
そ
の
他
社
会
生
活
上
の
地
位
に
基
づ
き
継
続
し
て
行

う
事
務
又
は
事
業）（（
（

」
に
対
す
る
妨
害
が
発
生
し
た
と
き
に
限
定
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
商
用
施
設
や
教
育
施
設
等
に
直
接
向
け
ら
れ
た

憎
悪
表
現
で
あ
れ
ば
同
罪
が
成
立
す
る
余
地
が
十
分
に
あ
る
が
、
人
種
集
団
全
般
に
向
け
ら
れ
た
一
般
的
な
憎
悪
表
現
に
関
し
て
は

同
罪
が
成
立
す
る
条
件
が
整
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
。



393

日本国内における憎悪表現（ヘイトスピーチ）の規制についての一考察
　

４　

人
権
法
に
よ
る
規
制

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
刑
事
法
体
系
で
は
な
く
、
人
権
法
体
系
の
な
か
で
憎
悪
表
現
規
制
を
設
け
て
い
る
例

も
あ
る）（（
（

。
カ
ナ
ダ
も
、
一
九
七
七
年
以
来
、
人
権
法
に
よ
る
憎
悪
表
現
規
制
（
同
法
一
三
条
）
を
設
け
て
き
た
が
、
国
内
の
憎
悪
表

現
規
制
を
と
り
ま
く
状
況
の
変
化
を
う
け
、
当
該
規
制
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
廃
止
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る）（（
（

。

　

さ
て
、
一
般
に
、
人
権
法
体
系
の
下
で
は
、
同
法
違
反
の
行
為
は
政
府
か
ら
の
独
立
を
確
保
さ
れ
た
人
権
委
員
会
等
の
国
家
機
関

に
て
審
理
さ
れ
、
違
反
が
認
定
さ
れ
た
場
合
は
被
害
者
に
対
す
る
救
済
策
が
講
じ
ら
れ
る
と
い
う
構
造
を
も
つ）（（
（

。
人
権
法
体
系
は
違

反
者
の
処
罰
で
は
な
く
被
害
者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
表
現
の
自
由
へ
の
制
約
な
い
し
委
縮
効
果
を
軽
減
さ
せ

る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
し
か
し
、
規
制
文
言
の
明
確
性
や
厳
格
な
構
成
要
件
の
充
足
が
求
め
ら
れ
る
刑
事
法
体
系

に
対
し
、
人
権
法
体
系
の
下
で
は
、
人
権
侵
害
と
な
る
行
為
を
幅
広
く
規
定
し
て
規
制
対
象
と
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
点
に
お

い
て
、
表
現
規
制
も
網
羅
的
に
幅
広
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
刑
事
司
法
過
程
で
あ
れ
ば
被
疑
者
及
び
被
告
人
の
適
正
手
続
を

保
障
す
る
た
め
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
人
権
法
体
系
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る

点
に
お
い
て
、
適
正
手
続
の
保
障
に
不
安
が
残
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
権
法
に
よ
る
憎
悪
表
現
規
制
に
つ
い
て
は
、
表
現
発
信
者
の

権
利
の
保
護
が
万
全
で
は
な
い
制
度
の
な
か
で
幅
広
い
表
現
が
規
制
対
象
と
な
る
点
に
お
い
て
、
表
現
の
自
由
の
保
障
へ
の
重
大
な

脅
威
と
な
り
う
る）（（
（

。

　

５　

公
安
条
例
に
よ
る
デ
モ
規
制

　

憎
悪
表
現
の
発
信
を
目
的
と
し
た
集
団
行
動
（
デ
モ
等
）
に
関
し
て
は
、
都
道
府
県
の
公
安
条
例
に
基
づ
く
デ
モ
の
許
可
条
件
を

厳
格
化
す
る
こ
と
で
、
デ
モ
の
実
施
を
抑
制
す
る
と
い
う
手
法
が
想
定
し
う
る
。
た
と
え
ば
、
憎
悪
表
現
宣
伝
の
た
め
の
デ
モ
を
許

可
し
な
か
っ
た
り
、
憎
悪
表
現
宣
伝
の
デ
モ
の
許
可
時
に
場
所
や
時
間
に
関
す
る
条
件
を
付
す
こ
と
で
、
デ
モ
の
遂
行
に
制
限
を
課
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し
た
り
す
る
手
法
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
、
集
団
行
動
は
、
文
書
や
口
頭
に
よ
る
純
粋
な
表
現
活
動
と
は
異
な
り
、
多
数
の
人
間
の
行
動
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
道
路
交
通
整
理
等
の
た
め
の
制
約
に
服
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
性
格
を
有
す
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
集
団
行

動
は
、
効
果
的
な
意
見
伝
達
手
段
を
も
た
な
い
一
般
市
民
が
自
己
の
意
見
を
世
間
に
知
ら
し
め
る
手
法
と
し
て
、
民
主
主
義
の
歴
史

の
な
か
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
表
現
形
態
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
集
団
行
動
の
自
由
は
最
大
限
に
保
障
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
本
来
は
、
許
可
制
で
は
な
く
届
出
制
た
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
広
く
支
持
さ

れ
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
、
実
際
の
公
安
条
例
を
み
て
も
、
た
と
え
ば
東
京
都
条
例
（
集
会
、
集
団
行
進
及
び
集
団
示
威
運
動
に
関
す
る
条

例
）
で
は
、
許
可
制
を
採
っ
た
う
え
で
「
公
共
の
秩
序
又
は
公
衆
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
場
合
の
進
路
、
場
所
又

は
日
時
の
変
更
」
を
条
件
と
し
た
許
可
手
法
を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
不
許
可
と
し
う
る
場
合
を
「
公
共
の
安
寧
を
保
持
す
る
上
に

直
接
危
険
を
及
ぼ
す
と
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
場
合
」
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
憎
悪
表
現
発
信
を
目

的
と
し
た
集
団
行
動
に
つ
き
、
そ
の
発
信
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
の
不
適
切
さ
な
い
し
過
激
さ
だ
け
を
理
由
に
不
許
可
と
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　　

６　

民
事
法
の
不
法
行
為

　

憎
悪
表
現
が
発
信
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
利
益
の
損
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
と
し
て

構
成
し
た
う
え
で
、
被
害
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
と
い
う
手
法
も
あ
り
う
る
。
後
述
の
と
お
り
、
京
都
の
朝
鮮
学
校
を

め
ぐ
る
民
事
訴
訟
で
は
、
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
が
実
際
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
事
件
の
判
決
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

と
お
り
、
現
行
の
法
制
度
の
下
で
は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
で
構
成
さ
れ
る
人
種
的
集
団
全
体
に
対
す
る
攻
撃
発
言
を
不
法
行
為
と

み
な
し
た
う
え
で
当
該
集
団
に
属
す
る
個
人
に
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
う
し
た
発
言
を
そ
れ
単
独
で
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不
法
行
為
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

７　

小
括

　

こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
法
制
度
の
下
で
は
、
特
定
の
個
人
や
法
人
に
向
け
ら
れ
た
一
定
の
憎
悪
表
現
に
つ
い
て
は
規
制
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
不
特
定
多
数
で
構
成
さ
れ
る
人
種
集
団
全
体
に
対
す
る
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ

し
て
、
仮
に
後
者
の
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
た
め
の
新
し
い
法
律
を
制
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
新
規
の
規
制

が
表
現
の
自
由
の
保
障
に
対
す
る
脅
威
と
な
る
お
そ
れ
が
拭
え
な
い
。
憎
悪
表
現
の
規
制
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
、
次
に
、
日
本
の
裁
判
所
に
お
い
て
実
際
に
憎
悪
表
現
の
問
題
が
扱
わ
れ
た
事
例
と
し
て
、
京
都
の
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
憎

悪
表
現
を
め
ぐ
る
刑
事
事
件
と
民
事
事
件
を
み
て
い
き
た
い
。

三　

憎
悪
表
現
の
規
制
を
め
ぐ
る
日
本
の
裁
判
例

　

１　

京
都
の
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
憎
悪
表
現
を
め
ぐ
る
事
件

　

憎
悪
表
現
を
め
ぐ
る
日
本
の
裁
判
例
と
し
て
は
、
現
時
点
で
は
、
京
都
の
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
刑
事
及
び
民
事
事
件
が
あ
る
。
当

該
事
件
は
、
学
校
法
人
京
都
朝
鮮
学
園
が
京
都
市
内
で
運
営
す
る
京
都
朝
鮮
初
級
学
校）（（
（

（
以
下
、
本
件
朝
鮮
学
校
と
称
す
る
）
に
対
し
、

保
守
的
な
思
想
信
条
を
標
榜
す
る
団
体
で
あ
る
「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
」
及
び
「
主
権
回
復
を
目
指
す
会
」
等
（
以
下
、

在
特
会
等
と
称
す
）
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
示
威
活
動
等
を
め
ぐ
る
事
件
で
あ
る
。

　

在
特
会
等
は
、
本
件
朝
鮮
学
校
が
長
年
に
わ
た
り
隣
接
す
る
市
の
公
園
を
違
法
に
校
庭
と
し
て
占
拠
し
て
い
た
こ
と
に
抗
議
す
る

と
い
う
形
で
、
①
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
②
二
〇
一
〇
年
一
月
、
及
び
③
同
年
三
月
の
三
回
に
わ
た
っ
て
示
威
活
動
を
行
っ
た
が
、
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①
の
示
威
活
動
に
際
し
、
在
特
会
等
の
メ
ン
バ
ー
の
一
部
が
本
件
朝
鮮
学
校
の
備
品
を
損
壊
し
た
り
、
学
校
周
辺
で
拡
声
器
や
街
宣

車
を
用
い
て
侮
辱
的
な
言
辞
を
発
し
た
り
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、
京
都
地
検
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
つ
き
、
在
特
会
等
の
複
数
の
メ

ン
バ
ー
を
威
力
業
務
妨
害
、
器
物
損
壊
、
及
び
侮
辱
罪
で
起
訴
し
た
。
当
該
刑
事
事
件
で
は
、
徳
島
県
教
職
員
組
合
が
朝
鮮
学
校
に

寄
付
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
在
特
会
が
行
っ
た
抗
議
活
動
に
伴
う
建
造
物
侵
入
及
び
威
力
業
務
妨
害
罪
事
件
も
併
合
処
理
さ
れ
た
。

後
述
の
と
お
り
、
本
件
で
は
京
都
地
裁
が
有
罪
判
決
を
下
し
、
こ
れ
が
確
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
在
特
会
等
が
本
件
朝
鮮
学
校
に
対
し
て
行
っ
た
①
〜
③
の
示
威
活
動
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
当
該
示
威
活
動
の
録
画

映
像
を
公
開
し
た
行
為
に
対
し
、
本
件
朝
鮮
学
校
は
、
こ
れ
ら
が
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
と

も
に
、
法
人
の
人
格
権
に
基
づ
き
同
様
の
活
動
の
差
止
め
を
求
め
た
。
後
述
の
と
お
り
、
当
該
民
事
事
件
に
つ
い
て
は
、
京
都
地
裁

は
原
告
の
請
求
を
認
め
て
、
損
害
賠
償
及
び
活
動
差
止
め
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
。

　

な
お
、
判
決
文
か
ら
も
読
み
取
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
争
点
と
な
っ
た
示
威
活
動
が
純
粋
な
表
現
行
為
に

と
ど
ま
ら
ず
に
器
物
損
壊
等
を
含
む
実
力
行
為
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
し
、
そ
の
表
現
形
態
が
冷
静
か
つ

論
理
的
に
自
己
の
思
想
を
説
示
す
る
も
の
で
は
な
く
大
声
で
中
傷
的
な
言
辞
を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
点
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
件
の
争
点
と
な
っ
た
表
現
行
為
は
、「
北
朝
鮮
人
」
と
い
う
不
特
定
多
数
の
属
す
る
人
種
集
団
に
向
け
ら
れ
た
表
現
で

は
な
く
、
い
ず
れ
も
本
件
朝
鮮
学
校
と
い
う
具
体
的
な
団
体
に
直
接
向
け
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
事
情
か
ら
、
刑
事
及
び
民
事
事
件
の
い
ず
れ
の
裁
判
所
も
、
一
応
は
従
来
の
判
断
枠
組
み
の
な
か
で
本
件
の
一
連
の
表
現
行
為

に
関
し
て
在
特
会
側
の
責
任
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
時
系
列
で
、
ま
ず
は
刑
事
事
件
を
概
観
し
た
う
え
で
、
民

事
事
件
を
概
観
す
る
。

　　

２　

刑
事
事
件
第
一
審
（
京
都
地
判
平
二
三
・
四
・
二
一
（
判
例
集
未
登
載
））
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二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
京
都
市
内
の
朝
鮮
学
校
の
周
辺
に
集
合
し
た
被
告
人
ら
一
一
名
は
、〔
ア
〕
日
本
国
旗
及
び
「
在
日
特
権

を
許
さ
な
い
市
民
の
会
」
並
び
に
「
主
権
回
復
を
目
指
す
会
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
同
校
校
長
に
向
か
っ
て
「
拡
声
器

を
使
っ
て
侮
辱
的
言
辞
（
筆
者
注
：
例
「
ろ
く
で
な
し
の
朝
鮮
学
校
を
日
本
か
ら
叩
き
出
せ
。
な
め
と
っ
た
ら
あ
か
ん
ぞ
。
叩
き
出
せ
。」

「
日
本
か
ら
出
て
行
け
。
何
が
子
供
じ
ゃ
、
こ
ん
な
も
ん
、
お
前
、
ス
パ
イ
の
子
供
や
な
い
か
。」「
朝
鮮
ヤ
ク
ザ
。」
ほ
か）

（（
（

）
を
繰
り
返
し
怒

号
し
、
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
倒
し
た
り
朝
礼
台
を
動
か
し
て
執
拗
に
引
取
り
を
求
め
た
り
」
し
た
ほ
か
、〔
イ
〕
配
線
コ
ー
ド
を
切

断
す
る
な
ど
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
四
月
、
被
告
人
ら
一
六
名
は
、〔
ウ
〕
徳
島
県
教
職
員
組
合
が
朝
鮮
学
校
に
支
援
金
を

渡
し
た
と
し
て
糾
弾
す
る
な
ど
し
て
同
組
合
の
正
常
な
業
務
を
妨
害
す
る
目
的
で
同
組
合
の
事
務
所
に
赴
き
、「
拡
声
器
等
を
用
い

て
大
音
量
で
一
方
的
に
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
た
上
で
、
職
員
の
手
首
や
腕
を
つ
か
ん
だ
り
机
上
の
資
料
を
放
り
投
げ
た
り
す
る
な
ど

の
実
力
行
使
に
」
及
ん
だ
。

　

被
告
人
ら
は
、
右
記
〔
ア
〕
の
行
為
に
つ
き
威
力
業
務
妨
害
罪
（
刑
法
二
三
三
、
二
三
四
条
）
及
び
侮
辱
罪
（
二
三
一
条
）、
右
記

〔
イ
〕
の
行
為
に
つ
き
器
物
損
壊
罪
（
二
六
一
条
）、
右
記
〔
ウ
〕
の
行
為
に
つ
き
建
造
物
侵
入
罪
（
一
三
〇
条
）
及
び
威
力
業
務
妨

害
罪
（
二
三
三
、
二
三
四
条
）
に
問
わ
れ
た
。
な
お
、
本
件
の
こ
れ
ら
の
行
為
の
う
ち
、〔
イ
〕・〔
ウ
〕
の
行
為
は
い
ず
れ
も
相
当
程

度
の
実
力
行
使
を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、〔
ア
〕
の
行
為
は
若
干
の
実
力
行
使
を
伴
っ
て
い
る
も
の
の
、
少
な
く
と
も
侮
辱
罪
に
か

か
る
部
分
に
関
し
て
は
差
別
的
な
内
容
の
言
論
行
為
の
み
が
刑
罰
の
対
象
と
な
り
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
お
り
、
注
目

す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

第
一
審
に
お
い
て
、
被
告
人
ら
は
、
ま
ず
、
侮
辱
罪
の
規
定
が
明
確
性
の
原
則
に
反
し
、
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
こ
れ
を
政

治
的
言
論
に
適
用
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
京
都
地
裁
は
、「
侮
辱
罪
の
構
成
要
件
は
明
確
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

が
憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
政
治
的
目
的
を
有
す
る
こ
と
の
一
事
を
も
っ
て
公
然
と
人
を
侮
辱
す
る

行
為
が
す
べ
て
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
被
告
人
ら
は
、〔
ア
〕
の
行
為
に
つ
い
て
、
目
的
も
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態
様
も
相
当
な
抗
議
活
動
で
あ
っ
て
法
益
侵
害
の
程
度
も
低
い
も
の
で
あ
る
か
ら
正
当
な
政
治
的
表
現
行
為
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、

京
都
地
裁
は
、
校
門
前
で
一
一
名
が
集
合
し
て
「
約
四
六
分
間
に
わ
た
っ
て
拡
声
器
を
使
う
な
ど
し
て
被
害
者
ら
に
対
す
る
侮
蔑
的

な
言
辞
を
大
音
量
で
怒
号
し
た
上
、
被
害
者
ら
の
所
有
物
を
移
動
さ
せ
て
そ
の
引
取
り
を
執
拗
に
要
求
す
る
な
ど
の
実
力
行
使
に

及
ん
で
喧
噪
を
生
じ
さ
せ
た
」
こ
と
は
「
許
容
さ
れ
る
余
地
の
な
い
態
様
の
も
の
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
被
告
人
ら
は
、

本
件
朝
鮮
学
校
は
侮
辱
罪
の
被
害
者
と
な
り
得
な
い
な
ど
と
主
張
し
た
が
、
京
都
地
裁
は
、「
社
会
に
お
い
て
統
一
的
な
意
思
の
下

に
行
動
す
る
団
体
で
あ
る
同
学
校
の
名
誉
は
、
そ
の
運
営
主
体
で
あ
る
学
校
法
人
の
名
誉
と
は
別
に
保
護
に
値
す
る
」
と
述
べ
て
、

本
件
が
侮
辱
罪
を
構
成
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

次
に
、〔
イ
〕
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
被
告
人
ら
は
こ
れ
が
「
政
治
的
表
現
行
為
の
一
環
」
で
あ
っ
て
公
園
利
用
者
に
と
っ
て
の

危
険
の
解
消
の
必
要
性
及
び
緊
急
性
が
あ
っ
た
と
主
張
し
た
が
、
京
都
地
裁
は
、「
本
件
器
物
損
壊
行
為
を
正
当
な
政
治
的
表
現
と

み
る
余
地
は
な
」
い
と
述
べ
て
、
危
険
除
去
の
た
め
の
緊
急
性
及
び
必
要
性
は
認
め
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、〔
ウ
〕
の
行
為
に
つ
い
て
も
、
被
告
人
ら
は
こ
れ
が
「
正
当
な
政
治
的
抗
議
」
で
あ
っ
て
建
造
物
へ
の
侵
入
も
な
く
業
務

妨
害
行
為
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
た
が
、
京
都
地
裁
は
、「
狭
隘
な
事
務
所
に
一
六
名
の
者
が
押
し
入
っ
て
職
員
二
名
を
取
り

囲
ん
だ
上
、
約
一
三
分
間
に
わ
た
っ
て
拡
声
器
を
用
い
て
大
音
量
で
怒
号
す
る
な
ど
し
、
被
害
者
の
腕
や
手
首
を
つ
か
ん
だ
り
右
肩

を
突
き
、
机
上
の
資
料
を
放
り
投
げ
た
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
な
ど
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
許
容
さ
れ
る
余
地
の
な
い
態
様
の
も
の

で
あ
」
る
と
述
べ
、
被
告
人
ら
の
主
張
を
退
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
京
都
地
裁
は
、
被
告
人
ら
の
〔
ア
〕
〜
〔
ウ
〕
の
行
為
に
つ
き
、「
い
ず
れ
も
正
当
な
政
治
的
表
現
の
限

度
を
逸
脱
し
た
違
法
な
も
の
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
上
で
、
被
告
人
一
名
に
懲
役
二
年
、
二
名
に
懲
役
一
年
六
月
、
及
び
一
名
に
懲

役
一
年
の
い
ず
れ
も
執
行
猶
予
付
き
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
当
該
判
決
を
う
け
、
被
告
人
の
う
ち
一
名
が
控
訴
し
た
。
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３　

刑
事
事
件
控
訴
審
（
大
阪
高
判
平
二
三
・
一
〇
・
二
八
（
判
例
集
未
登
載
））

　

控
訴
審
で
争
わ
れ
た
論
点
の
な
か
で
憎
悪
表
現
規
制
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
第
一
に
、
本
件
言
動
が
侮
辱
罪
及
び
威
力
業

務
妨
害
罪
を
構
成
す
る
の
か
、
第
二
に
、
当
該
言
動
に
対
し
て
侮
辱
罪
を
適
用
す
る
こ
と
は
表
現
の
自
由
の
保
障
に
反
す
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
二
点
が
あ
る
。

　

第
一
の
侮
辱
罪
及
び
威
力
業
務
妨
害
罪
の
成
立
の
可
否
と
い
う
論
点
に
つ
き
、
大
阪
高
裁
は
、
正
当
行
為
や
正
当
防
衛
を
認
定
す

る
た
め
の
手
段
の
相
当
性
を
認
め
る
余
地
が
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
を
肯
定
し
た
う
え
で
、
改
め
て
、
被
告
人
ら
の
言
動
の
「
行

為
態
様
は
抗
議
活
動
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
大
き
く
逸
脱
し
て
い
」
た
こ
と
を
指
摘
し
て
、
原
審
を
支
持
し
た
。

　

一
方
、
表
現
の
自
由
と
の
整
合
性
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、
被
告
人
は
、〔
一
〕
本
件
の
政
治
的
意
見
に
対
し
て
侮
辱
罪
と
い
う

極
め
て
曖
昧
な
刑
罰
法
規
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
萎
縮
効
果
を
生
む
ゆ
え
、
当
該
規
定
の
適
用
は
違
憲
・
違

法
で
あ
り
、〔
二
〕
法
人
格
の
な
い
本
件
学
校
は
侮
辱
罪
の
対
象
と
な
り
え
な
い
ゆ
え
、
本
件
学
校
に
対
す
る
侮
辱
罪
は
成
立
し
え

ず
、〔
三
〕
個
人
又
は
法
人
で
は
な
く
「
朝
鮮
人
と
い
う
集
団
」
に
向
け
ら
れ
た
本
件
の
侮
辱
は
侮
辱
罪
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
、

と
主
張
し
て
い
た
が
、
大
阪
高
裁
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
被
告
人
の
主
張
を
退
け
た
。

　

ま
ず
、〔
一
〕
の
論
点
に
つ
き
、
大
阪
高
裁
は
、「
憲
法
二
一
条
一
項
に
定
め
る
表
現
の
自
由
に
当
た
る
行
為
で
あ
っ
て
も
無
制
限

に
許
容
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
公
共
の
福
祉
や
他
の
人
権
と
の
抵
触
に
よ
る
合
理
的
な
制
限
を
受
け
る
も
の
で
あ
」
る
と
述
べ
た

う
え
で
、
本
件
の
発
言
内
容
を
「
平
日
の
昼
間
の
時
間
帯
に
学
校
に
向
け
て
拡
声
器
を
用
い
て
叫
ぶ
こ
と
は
お
よ
そ
許
容
さ
れ
る
よ

う
な
行
為
で
は
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
本
件
に
侮
辱
罪
を
適
用
し
て
も
憲
法
に
違
反
し
な
い
と
述
べ
た
。
次
に
、〔
二
〕
の
論
点
に
つ

き
、
大
阪
高
裁
は
、
自
然
人
で
も
法
人
で
も
な
い
集
団
で
あ
っ
て
も
侮
辱
罪
の
保
護
法
益
で
あ
る
社
会
的
名
誉
の
帰
属
的
主
体
と
な

り
う
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
い
か
な
る
集
団
が
名
誉
の
主
体
と
な
り
う
る
か
は
「
そ
の
社
会
的
実
態
か
ら
判
断
す
べ
き
で
あ
」
る
と

述
べ
て
、「
学
校
に
つ
い
て
は
、
長
年
の
教
育
、
文
化
、
芸
術
活
動
を
通
じ
て
社
会
か
ら
一
定
の
評
価
を
受
け
、
こ
の
よ
う
な
活
動
、
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評
価
に
対
し
、
現
に
在
校
す
る
生
徒
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生
等
も
強
い
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」
か
ら
名
誉
の
主
体
に

該
当
す
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、〔
三
〕
の
論
点
に
つ
い
て
、
大
阪
高
裁
は
、
本
件
の
言
動
は
い
ず
れ
も
本
件
学
校
及
び
そ
の
運
営

主
体
た
る
本
件
学
校
法
人
に
対
す
る
一
連
の
批
判
発
言
な
の
で
あ
る
か
ら
、
と
く
に
朝
鮮
人
と
い
う
「
範
疇
」
に
つ
い
て
発
言
し
た

も
の
と
は
言
え
な
い
と
述
べ
て
、
被
告
人
の
主
張
の
前
提
を
退
け
て
、
控
訴
を
棄
却
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
被
告
人
が
上
告
し
た
が
、
最
高
裁
は
棄
却
し
た
（
最
一
決
平
二
四
・
二
・
二
三
（
判
例
集
未
登
載
））。

　

４　

民
事
事
件
第
一
審
（
京
都
地
判
平
二
五
・
一
〇
・
七
（
判
例
集
未
登
載
））

　

民
事
事
件
は
、
①
二
〇
〇
九
年
一
二
月
、
②
二
〇
一
〇
年
一
月
、
及
び
③
同
年
三
月
の
三
回
に
わ
た
っ
て
在
特
会
等
が
本
件
朝
鮮

学
校
に
対
し
て
行
っ
た
示
威
活
動
等
と
、
こ
れ
ら
の
示
威
活
動
の
録
画
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
た
行
為
に
関
し
、
本

件
朝
鮮
学
校
が
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
主
張
し
て
、
在
特
会
及
び
在
特
会
並
び
に
主
権
回
復
を
目
指
す
会
の
メ
ン
バ
ー
を
被
告
と

し
て
合
計
三
〇
〇
〇
万
円
の
賠
償
金
の
支
払
い
及
び
学
校
周
辺
で
の
同
様
の
示
威
活
動
の
差
止
め
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
事

件
に
お
い
て
、
京
都
地
裁
は
、
ま
ず
在
特
会
の
社
団
と
し
て
の
当
事
者
能
力
（
民
訴
法
二
九
条
）
を
認
め
た
う
え
で）（（
（

、
後
述
の
論
理

に
基
づ
い
て
業
務
妨
害
、
名
誉
毀
損
、
及
び
人
種
差
別
行
為
に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
認
め
、
さ
ら
に
、
本
件
朝
鮮
学
校
周
辺
に
お

け
る
示
威
活
動
の
差
止
め
も
認
め
た
。

　

本
判
決
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、〔
一
〕
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
実
現
す
る
国
内
法
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
に
お
い

て
、
本
件
言
動
を
同
条
約
に
違
反
す
る
も
の
と
認
定
し
た
こ
と
、〔
二
〕
本
件
言
動
を
純
粋
な
表
現
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
同

条
約
二
条
の
禁
止
す
る
人
種
差
別
「
行
為
」
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
扱
っ
た
こ
と
、〔
三
〕
本
件
言
動
を
同
条
約
二
条
の
下
で
違

法
性
を
帯
び
る
と
し
た
う
え
で
、
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
た
こ
と
、〔
四
〕
損
害
賠
償
金
額
の
認
定
に
際
し
て
も
、
名
誉
毀
損
及
び

威
力
業
務
妨
害
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
に
人
種
差
別
撤
廃
条
約
違
反
の
人
種
差
別
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
分
を
加
重
し
た
こ
と
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で
あ
る
。
以
下
、
や
や
長
く
な
る
が
、
判
決
文
に
挙
げ
ら
れ
た
被
告
の
発
言
内
容
を
最
大
限
に
再
現
し
な
が
ら
判
決
内
容
を
紹
介
す

る
。

　

京
都
地
裁
は
、
ま
ず
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
裁
判
所
の
判
断
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
た
。
京
都
地
裁
は
、
同
条
約
二
条
一
項
が
締
結
国
に
対
し
て
人
種
差
別
を
禁
止
し
終
了
さ
せ
る
措
置
を
求
め
る
と
と
も
に
、
同

六
条
が
裁
判
所
を
通
じ
て
人
種
差
別
に
対
す
る
効
果
的
な
救
済
措
置
を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
り
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
人
種
差
別
撤
廃
条
約
上
、
法
律
を
同
条
約
の
定
め
に
適
合
す
る
よ
う
に
解
釈
す
る
責
務
を
負
っ

て
い
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
人
種
差
別
行
為
に
よ
っ
て
有
形
又
は
無
形
の
具
体
的
な
損
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に
は
民
法
七
〇
九

条
に
基
づ
い
て
加
害
者
に
対
し
て
被
害
者
へ
の
損
害
賠
償
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
京
都
地
裁
は
、
ま

ず
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
民
法
上
の
解
釈
指
針
と
し
て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

そ
し
て
、
京
都
地
裁
は
、
示
威
活
動
①
②
③
が
教
育
業
務
を
妨
害
す
る
不
法
行
為
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
争
点
に
つ
き
、
次

の
よ
う
に
述
べ
た
。
ま
ず
、
示
威
活
動
①
に
つ
き
、
こ
れ
が
授
業
時
間
中
に
拡
声
器
を
用
い
た
り
大
声
で
怒
号
を
あ
げ
た
り
す
る
と

い
う
形
で
行
わ
れ
、
か
つ
、
学
校
備
品
の
損
壊
及
び
移
動
と
い
う
有
形
力
の
行
使
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
児
童
を
含
む
学
校
関
係

者
を
「
強
く
畏
怖
」
さ
せ
る
と
と
も
に
本
件
学
校
を
「
極
度
の
混
乱
状
態
に
陥
れ
」
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
教
育
業
務
を
妨
害
す
る

不
法
行
為
に
当
た
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
当
該
活
動
が
「
非
常
に
過
激
で
非
常
識
な
も
の
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
示

威
活
動
②
の
予
告
が
な
さ
れ
た
際
に
、
通
常
授
業
を
中
止
し
て
課
外
授
業
に
切
り
替
え
た
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
し
、
実
際
に
も
、

当
日
は
大
人
数
が
「
街
宣
車
及
び
拡
声
器
を
用
い
て
怒
号
を
あ
げ
」
た
の
で
あ
る
か
ら
、
示
威
活
動
②
も
不
法
行
為
に
当
た
る
と
述

べ
た
。
さ
ら
に
、
示
威
活
動
③
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
に
行
わ
れ
た
と
は
い
え
、
本
件
学
校
の
関
係
者
に
対
し
て
将
来
の
示
威
活
動

に
対
す
る
「
恐
怖
心
を
与
え
る
」
う
え
、
児
童
及
び
保
護
者
が
通
学
及
び
入
学
を
躊
躇
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
本
件
学
校
の
教
職
員

が
「
心
身
の
負
担
に
曝
さ
れ
続
け
る
」
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
同
活
動
も
不
法
行
為
に
当
た
る
と
述
べ
た
。
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ま
た
、
示
威
活
動
①
②
③
の
映
像
公
開
が
名
誉
毀
損
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
争
点
に
つ
き
、
京
都
地
裁
は
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。
ま
ず
、
京
都
地
裁
は
、
こ
れ
ら
の
示
威
活
動
の
映
像
が
「
多
数
の
け
ん
か
腰
の
大
人
が
学
校
の
門
の
前
で
大
声
で
怒
鳴
り
散
ら

す
と
い
う
刺
激
的
な
映
像
で
あ
り
、
必
然
的
に
、
本
件
学
校
を
世
間
の
好
奇
の
目
に
曝
す
と
い
う
効
果
」
を
も
つ
と
述
べ
た
う
え
で
、

こ
れ
ら
の
示
威
活
動
及
び
そ
の
映
像
公
開
は
、
本
件
学
校
を
世
間
の
好
奇
の
目
に
曝
し
な
が
ら
、
本
件
学
校
を
経
営
す
る
原
告
が
長

年
に
わ
た
っ
て
本
件
公
園
を
不
法
占
拠
し
た
こ
と
、
原
告
が
本
件
学
校
の
敷
地
も
暴
力
で
奪
い
取
っ
た
こ
と
、
本
件
公
園
を
占
拠
し

た
こ
と
で
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
奪
っ
た
こ
と
、
本
件
学
校
が
北
朝
鮮
の
ス
パ
イ
を
養
成
し
て
い
る
こ
と
、
本
件
学
校
の
児

童
の
保
護
者
は
密
入
国
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
不
特
定
多
数
人
に
告
げ
る
と
い
う
行
為
あ
り
、「
原
告
の
学
校
法
人
と
し
て
の
社

会
的
評
価
た
る
名
誉
・
名
声
を
著
し
く
損
な
う
不
法
行
為
」
で
あ
る
と
述
べ
た）（（
（

。
な
お
、
被
告
の
主
張
し
て
い
た
真
実
性
の
証
明
に

よ
る
違
法
性
阻
却
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
京
都
地
裁
は
、
本
件
表
現
が
「
実
力
行
使
を
伴
う
威
圧
的
な
も
の
」
で
あ
っ
た
う
え
、
在

日
朝
鮮
人
が
日
本
社
会
に
お
い
て
他
者
と
平
等
な
立
場
で
生
活
す
る
こ
と
を
妨
害
す
る
た
め
に
「
差
別
的
発
言
を
織
り
交
ぜ
て
さ
れ

た
人
種
差
別
に
該
当
す
る
行
為
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
も
っ
ぱ
ら
公
益
を
図
る
目
的
で
な
さ
れ
た
と
は
「
到
底
認
め

ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
、
免
責
を
否
定
し
た
。

　

さ
ら
に
、
京
都
地
裁
は
、
本
件
活
動
に
よ
る
業
務
妨
害
及
び
名
誉
毀
損
が
人
種
差
別
撤
廃
条
約
上
の
人
種
差
別
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
の
判
断
を
行
っ
た
。
京
都
地
裁
は
、
ま
ず
、
被
告
が
在
日
朝
鮮
人
に
つ
い
て
「
日
本
社
会
に
害
悪
を
も
た
ら
す
存
在
」
と
し
て

「
嫌
悪
し
」
た
う
え
で
「
日
本
人
よ
り
劣
位
に
置
く
べ
き
」
又
は
「
日
本
社
会
か
ら
い
な
く
な
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
「
差
別
意
識
」

を
有
し
て
お
り
、
本
件
学
校
に
よ
る
公
園
の
不
法
占
拠
の
事
実
を
口
実
に
し
て
本
件
学
校
に
攻
撃
的
言
動
を
加
え
た
う
え
で
そ
の
刺

激
的
な
映
像
を
公
開
す
れ
ば
、「
自
分
た
ち
の
活
動
が
広
く
世
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
り
、
多
く
の
人
々
の
共
感
を
得
ら
れ
る
は
ず

だ
と
考
え
」
て
示
威
活
動
①
を
行
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
示
威
活
動
①
を
発
端
と
す
る
一
連
の
活
動
が
「
全
体
と

し
て
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
意
識
を
世
間
に
訴
え
る
意
図
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
た
。
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そ
し
て
、
示
威
活
動
①
②
③
に
お
い
て
な
さ
れ
た
発
言
の
う
ち
、
朝
鮮
学
校
に
つ
い
て
「
日
本
か
ら
た
た
き
出
せ
」、「
ぶ
っ
壊

せ
」、「
解
体
し
ろ
」
と
し
た
発
言
、
朝
鮮
総
連
関
係
者
に
つ
い
て
「
朝
鮮
ヤ
ク
ザ
」
と
称
し
た
発
言
、
さ
ら
に
、
在
日
朝
鮮
人
全
般

に
つ
い
て
「
端
の
ほ
う
歩
い
と
っ
た
ら
え
え
ん
や
」、「
キ
ム
チ
臭
い
で
」
と
あ
ざ
け
っ
た
発
言
の
ほ
か
、「
約
束
と
い
う
の
は
ね
、

人
間
同
士
が
す
る
も
ん
な
ん
で
す
よ
。
人
間
と
朝
鮮
人
で
は
約
束
は
成
立
し
ま
せ
ん
」、「
保
健
所
で
処
分
し
ろ
、
犬
の
方
が
賢
い
」、

「
ゴ
キ
ブ
リ
、
ウ
ジ
虫
、
朝
鮮
半
島
へ
帰
れ
」
と
い
っ
た
よ
う
に
「
在
日
朝
鮮
人
が
人
間
で
は
な
い
か
の
よ
う
」
に
説
明
し
た
発
言

の
ほ
か
、「
不
逞
な
朝
鮮
人
を
日
本
か
ら
叩
き
出
せ
」、「
朝
鮮
部
落
、
出
ろ
」、「
チ
ョ
メ
チ
ョ
メ
す
る
ぞ
」、「
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
箱
に
、

朝
鮮
人
は
朝
鮮
半
島
に
と
っ
と
と
帰
れ
ー
」、「
朝
鮮
人
を
保
健
所
で
処
分
し
ろ
ー
」、「
糞
を
落
と
し
た
ら
ね
、
朝
鮮
人
の
え
さ
に
な

る
か
ら
ね
、
糞
を
落
と
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
」、「
朝
鮮
メ
ス
豚
」、「
朝
鮮
う
じ
虫
」、「
日
本
の
疫
病
神
、
蛾
、
う
じ
虫
、
ゴ
キ
ブ

リ
は
、
朝
鮮
半
島
に
帰
れ
ー
」、「
ぶ
ち
殺
せ
ー
」
と
い
っ
た
発
言
に
つ
い
て
、「
い
ず
れ
も
下
品
か
つ
侮
蔑
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
在
日
朝
鮮
人
が
日
本
社
会
に
お
い
て
日
本
人
や
他
の
外
国
人
と
平
等
の
立
場
で
生
活
す
る
こ
と
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
発

言
で
あ
り
、
在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
的
発
言
」
に
該
当
す
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
京
都
地
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
言
動
は
「
在

日
朝
鮮
人
と
い
う
民
族
的
出
身
に
基
づ
く
排
除
で
あ
っ
て
、
在
日
朝
鮮
人
の
平
等
の
立
場
で
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
享
有
を
妨

げ
る
目
的
を
有
す
る
も
の
と
い
え
る
か
ら
、
全
体
と
し
て
人
種
差
別
撤
廃
条
約
一
条
一
項
所
定
の
人
種
差
別
に
該
当
す
る
」
が
ゆ
え

に
、
本
件
示
威
活
動
は
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
同
時
に
人
種
差
別
に
該
当
す
る
違
法
性
を
帯
び
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
京
都
地
裁
は
、
原
告
の
損
害
の
算
定
に
際
し
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
下
で
は
刑
事
犯
罪
の
動
機
が
人
種
差
別
で
あ
っ

た
場
合
に
量
刑
加
重
の
要
因
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
名
誉
毀
損
等
の
不
法
行
為
が
同
時
に
人
種
差
別
に
も
該
当
す
る
場

合
、
あ
る
い
は
不
法
行
為
が
人
種
差
別
を
動
機
と
し
て
い
る
場
合
も
、
同
条
約
が
「
民
事
法
の
解
釈
適
用
に
直
接
的
に
影
響
し
、
無

形
損
害
の
認
定
を
加
重
さ
せ
る
要
因
と
な
る
」
が
ゆ
え
に
高
額
の
金
銭
評
価
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
て
、
弁
護
士
費
用
約
一

一
〇
万
円
、
財
産
損
害
（
有
形
損
害
）
一
六
万
三
一
四
〇
円
に
加
え
て
、
無
形
損
害
と
し
て
、
業
務
全
体
に
及
ぼ
さ
れ
た
悪
影
響
等
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に
関
し
て
一
一
〇
〇
万
円
の
計
一
二
二
六
万
三
一
四
〇
円
を
認
定
し
て
、
被
告
に
支
払
い
を
命
じ
た
。

四　

若
干
の
考
察

　

１　

京
都
朝
鮮
学
校
事
件
判
決
を
う
け
て

　

京
都
朝
鮮
学
校
を
め
ぐ
る
刑
事
及
び
民
事
事
件
判
決
を
ふ
ま
え
て
、
以
下
、
憎
悪
表
現
規
制
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
本
件
の
一
連
の
判
決
は
、
不
特
定
多
数
の
属
す
る
人
種
集
団
全
体
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
の
規
制
を
め
ぐ
る
議
論
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
も
つ
の
か
。
こ
の
点
に
つ
き
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
た
表
現
行
為
は
、

本
件
朝
鮮
学
校
と
い
う
特
定
の
団
体
に
直
接
向
け
ら
れ
て
い
た
う
え
に
、
器
物
損
壊
等
を
含
む
実
力
行
為
を
伴
っ
て
お
り
、
か
つ
、

大
声
で
威
圧
的
な
中
傷
的
言
辞
を
発
す
る
と
い
う
態
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
事
実
関
係
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
刑
事
事
件
で
は
威
力
業
務
妨
害
罪
及
び
侮
辱
罪
の
問
題
と
し
て
、
ま
た
、
民
事
事
件
で
は
不
法
行
為
の
問
題
と
し
て
、
原
則

的
に
は
従
来
の
判
例
法
理
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
本
件
の
一
連
の
表
現
行
為
に
関
す
る
在
特
会
側
の
責
任
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
本
件
民
事
事
件
に
お
い
て
、
京
都
地
裁
は
、
本
件
朝
鮮
学
校
に
対
す
る
一
連
の
示
威
活

動
を
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
と
し
て
認
定
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
個
人
に
具
体
的
な
損
害
が
生
じ
て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
立
法
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
人
種
の
集
団
に
属
す
る
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
件
の
一
連
の
判
決
で
は
、
現
行
法
の
下
で
あ
っ
て
も
、
特
定
の
個
人
又
は
団
体
の
法
的
利
益
を
侵

害
す
る
一
定
の
憎
悪
表
現
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
規
制
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
一
方
で
、
現
行

法
の
下
で
は
、
人
種
集
団
全
体
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
は
原
則
的
に
規
制
で
き
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
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第
二
に
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
を
実
効
化
す
る
た
め
の
国
内
法
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
現
状
の
下
で
、
本
件
民
事
事
件
の
京
都
地

裁
が
本
件
行
為
を
同
条
約
違
反
の
差
別
行
為
で
あ
る
と
認
定
し
た
理
論
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
件
の
京

都
地
裁
は
、
民
法
七
〇
九
条
の
解
釈
指
針
と
し
て
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
要
請
を
読
み
込
ん
だ
う
え
で
、
業
務
妨
害
、
名
誉
毀
損
、

及
び
差
別
行
為
と
い
う
要
素
を
す
べ
て
民
法
七
〇
九
条
の
不
法
行
為
の
認
定
の
た
め
の
考
慮
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
損
害
賠
償

を
認
め
た
よ
う
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
な
私
人
間
に
お
け
る
差
別
行
為
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
お
い
て
、
近
年
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
等

の
条
約
を
適
用
し
て
解
決
を
図
る
と
い
う
手
法
が
増
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
本
判
決
も
こ
う
し
た
裁
判
例
の
流
れ
の
な
か

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
言
え
よ
う）（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
本
判
決
で
は
、
口
頭
表
現
を
含
む
本
件
の
言
動
に
つ
い
て
、
同
条
約
二
条
の
禁
止
す
る
人
種
差
別
「
行
為
」
に
該
当

す
る
も
の
と
認
定
し
た
う
え
で
、
同
条
約
の
下
で
の
違
法
性
を
帯
び
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
差
別
的
な
意
図
で
発

信
さ
れ
た
一
定
の
表
現
に
つ
い
て
は
、「
表
現
」
の
領
域
を
超
え
て
人
種
差
別
「
行
為
」
の
領
域
に
入
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
た
と
え
ば
、
あ
る
商
店
が
店
舗
の
入
口
に
「
外
国
人
の
入
店
お
こ
と
わ
り
」
と
書
い
た
紙
を

貼
っ
た
場
合
、
そ
の
貼
り
紙
は
、
言
葉
で
構
成
さ
れ
た
表
現
と
し
て
の
要
素
を
有
し
な
が
ら
も
、
純
粋
な
表
現
の
領
域
を
超
え
て
、

外
国
人
の
入
店
を
阻
止
す
る
差
別
「
行
為
」
と
い
う
性
格
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
本
件
の
言
動
に
つ
い
て
も
、

そ
の
態
様
及
び
内
容
ゆ
え
に
、
純
粋
な
表
現
の
領
域
を
超
え
て
、
在
日
朝
鮮
人
を
排
除
し
て
基
本
的
自
由
の
享
有
を
妨
げ
る
人
種
差

別
「
行
為
」
と
な
る
と
い
う
の
が
、
本
件
裁
判
所
の
前
提
理
論
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
表
現
の
自
由
の
保
障
を
う
け
る
「
表

現
」
と
そ
う
で
は
な
い
「
行
為
」
の
境
界
線
は
曖
昧
な
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
明
確
に
線
引
き
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、

表
現
と
し
て
の
要
素
が
存
在
す
る
言
動
を
規
制
す
る
際
に
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
慎
重
に
そ
の
表
現
と
し
て
の
要
素
と
表
現
の
自
由
の

保
障
と
の
関
係
を
見
極
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
、
現
在
の
有
力
な
見
解
で
あ
る）（（
（

。
こ
の
見
解
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
件
の
裁
判

所
は
本
件
固
有
の
事
実
関
係
に
お
け
る
被
告
の
言
動
を
「
行
為
」
で
あ
る
と
言
い
切
っ
た
も
の
の
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
要
素
が
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整
っ
た
場
合
に
言
論
が
行
為
と
み
な
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
も
含
め
た
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
本
件
刑
事
事
件
に
お
い
て
侮
辱
罪
の
成
立
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
憎
悪
表
現
に
名
誉
毀
損
罪
及
び
侮
辱
罪

を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
本
件
の
言
動
は
、
事
実
の
適
示
を
伴
う
侮
辱
的
発
言
も
含
ん
で
い
た
と
言
い
う

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
名
誉
毀
損
罪
で
起
訴
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る）（（
（

。
名
誉
毀
損
罪

の
法
定
刑
が
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
又
は
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
で
あ
る
の
に
対
し
、
侮
辱
罪
の
法
定
刑
は
拘
留
又
は
科

料
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
両
規
定
の
法
定
刑
に
は
著
し
い
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
厳
罰
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
名
誉
毀
損
罪

に
よ
る
起
訴
が
望
ま
し
い
と
も
言
え
る）（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
名
誉
毀
損
罪
に
つ
い
て
は
真
実
性
の
証
明
に
よ
る
免
責
（
二
三
〇
条
の

二
）
が
認
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
、
仮
に
本
件
が
名
誉
毀
損
罪
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
人
も
自
己
の
発
言
が
真
実
で

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
機
会
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
憎
悪
表
現
を
名
誉
毀
損
罪
で
起
訴
し
た
場
合
に
は
、
訴
追
対

象
と
な
っ
て
い
る
憎
悪
表
現
の
正
当
性
な
い
し
真
実
性
を
主
張
す
る
た
め
の
公
式
の
場
を
国
家
が
被
告
人
に
対
し
て
提
供
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
が
、
憎
悪
表
現
に
名
誉
毀
損
罪
を
適
用
す
る
こ
と
の
現
実
面
で
の
課
題
と
な
り
う
る
こ
と
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
ろ
う）（（
（

。

　

な
お
、
名
誉
毀
損
及
び
侮
辱
罪
の
保
護
法
益
は
外
部
的
名
誉
（
社
会
の
評
価
、
世
評
、
名
声
な
ど
）
で
あ
る
と
す
る
の
が
通
説
・
判

例
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
う
な
憎
悪
表
現
が
傷
つ
け
る
の
は
外
部
的
名
誉
よ
り
も
人
格
に
直
結
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
本
件
の
朝
鮮
学
校
関
係
者
が
う
け
た
の
は
「
外
部
的
に
ど
う
思
わ
れ
る
か
以
前
に
、
朝
鮮
人
と
い
う
自
己
の
存
在

自
体
を
否
定
さ
れ
た
痛
み
」
な
の
で
あ
る
と
い
う
指
摘
や）（（
（

、
本
件
は
「
個
人
の
尊
厳
そ
の
も
の
」
に
対
す
る
攻
撃
で
あ
っ
た
と
す
る

指
摘
が
あ
り）（（
（

、
こ
れ
ら
の
指
摘
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

２　

結
語
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本
稿
で
見
て
き
た
と
お
り
、
日
本
国
内
で
近
年
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
過
激
な
憎
悪
表
現
に
関
し
て
、
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は

現
行
法
で
規
制
が
可
能
で
あ
る
も
の
の
、
人
種
集
団
全
体
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
現
行
法
で
は
規
制

は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
新
規
の
規
制
を
設
け
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
新
規
の
規
制
に
も
ま
た
表
現
の
自
由
の
保
障
に
脅
威
を
与

え
る
要
素
は
存
在
す
る
。
ま
た
、
法
規
制
を
理
論
的
に
正
当
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
実
際
に
規
制
を
設
け
た
場
合
、

そ
の
文
言
は
曖
昧
性
や
過
度
の
広
汎
性
を
避
け
る
た
め
に
、
ご
く
一
部
の
限
定
的
な
憎
悪
表
現
を
対
象
と
し
た
極
め
て
狭
い
範
囲
を

対
象
と
す
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
の
こ
と
が
、
規
制
合
憲
説
の
論
者
に
と
っ
て
は
ジ
レ
ン
マ
と
な
る
し
、
逆
に
規
制
反
対

派
に
と
っ
て
は
規
制
不
要
論
の
論
拠
と
な
る
。
つ
ま
り
、
ご
く
一
部
の
憎
悪
表
現
を
規
制
す
る
た
め
に
、
又
は
極
め
て
小
さ
な
効
果

を
追
求
す
る
た
め
に
、
表
現
の
自
由
全
体
の
脅
威
と
な
り
う
る
規
制
を
認
め
る
こ
と
は
不
合
理
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る）（（
（

。
さ
ら
に
、

規
制
の
文
言
次
第
で
は
、
弱
者
か
ら
強
者
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
表
現
も
規
制
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
う
な
る
と
、
当
該
規

制
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
保
護
と
い
う
性
格
は
弱
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
憎
悪
表
現
規
制
に
関
し
て
は
慎
重

さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
と
同
様
に
人
種
差
別
撤
廃
条
約
四
条
を
留
保
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
憎
悪
表
現
規

制
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
他
方
で
、
人
種
的
な
動
機
で
遂
行
さ
れ
た
犯
罪
に
刑
罰
を
加
重
す
る
法
律
（
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

法
）
は
連
邦
最
高
裁
で
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
存
在
し
て
い
る）（（
（

。
さ
ら
に
、
連
邦
の
市
民
的
権
利
に
関
す
る
法
律
は
、

不
特
定
多
数
の
利
用
す
る
施
設
に
お
け
る
人
種
差
別
を
禁
じ
て
い
る）（（
（

。
こ
う
し
た
立
法
府
の
差
別
対
策
施
策
に
加
え
、
執
行
府
も
人

種
差
別
や
宗
教
差
別
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
ば
し
ば
発
信
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
表
現
の
自
由
の
保
障
を
絶
対
視

す
る
ア
メ
リ
カ
は
、
表
現
規
制
以
外
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
を
通
し
て
、
人
種
的
な
憎
悪
や
偏
見
が
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
社
会

生
活
に
支
障
を
き
た
す
と
い
う
事
態
を
防
止
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る
と
言
い
う
る
。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
日
本
政
府
も
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
関
す
る
報
告
書
の
な
か
で
、
既
存
の
国
内
法
の
執
行
を
通
し
て
差
別
に
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よ
る
人
権
侵
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
明
言
す
る
だ
け
で
な
く
、「
粘
り
強
く
国
民
一
般
の
人
権
意
識
を
啓
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
差

別
行
為
を
自
主
的
に
排
除
さ
せ
、
又
は
、
将
来
の
再
発
を
防
止
す
る
こ
と
に
相
応
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、

「
政
府
に
よ
る
啓
発
措
置
が
か
か
る
社
会
の
自
浄
作
用
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
説
明
し
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、

「
政
府
に
よ
る
啓
発
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
国
内
人
権
機
関
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
現
在
、
一
般
国
民
の
目
に
ふ
れ
る
形
で

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
見
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う）（（
（

。

　

な
お
、
日
本
政
府
は
、
二
〇
一
三
年
一
月
付
の
政
府
報
告
に
お
い
て
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
四
条
を
留
保
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、

「
留
保
を
撤
回
し
、
人
種
差
別
思
想
の
流
布
等
に
対
し
、
正
当
な
言
論
ま
で
も
不
当
に
萎
縮
さ
せ
る
危
険
を
冒
し
て
ま
で
処
罰
立
法

措
置
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
現
在
の
日
本
が
人
種
差
別
思
想
の
流
布
や
人
種
差
別
の
煽
動
が
行
わ
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
が）（（
（

、
こ
の
認
識
が
現
時
点
で
も
正
当
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
改
め
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
一
般
にhate speech
と
称
さ
れ
る
が
、
日
本
語
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、
憎
悪
表
現
、
差
別
的
表
現
な
ど
の
語

が
用
い
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、hate speech
の
意
味
を
汲
み
、
憎
悪
表
現
と
表
記
す
る
。

（
2
）　

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
日
本
国
内
の
憎
悪
表
現
に
関
す
る
議
論
に
際
し
て
主
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
は
、
昨
今
の
よ

う
な
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対
す
る
憎
悪
表
現
よ
り
も
、
む
し
ろ
被
差
別
部
落
に
関
す
る
憎
悪
表
現
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。
た
と
え

ば
、
内
野
正
幸
著
『
差
別
的
表
現
』（
一
九
九
〇
年
）、
江
橋
崇
・
浦
部
法
穂
・
内
野
正
幸
・
横
田
耕
一
「
座
談
会
：「
差
別
的
表
現
」
は

法
的
に
規
制
す
べ
き
か
」
法
律
時
報
六
四
巻
九
号
（
一
九
九
二
年
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
3
）　

憎
悪
表
現
規
制
の
害
悪
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
」
駒
村
圭
吾
・
鈴
木
秀
美
編
『
表
現
の

自
由
Ⅰ
︱
状
況
へ
』
四
五
四
頁
（
二
〇
一
一
年
）、「
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
の
表
現
の
自
由
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
法
政
論
叢
三
六
巻
一

号
一
六
〇
頁
（
一
九
九
九
年
）
等
を
参
照
。
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（
4
）　

な
お
、
同
条
約
に
い
う
人
種
差
別
に
被
差
別
部
落
に
対
す
る
差
別
が
該
当
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
政
府
は
、
国
会
答
弁

の
な
か
で
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
の
対
象
と
な
る
差
別
事
由
と
し
て
、「
生
物
学
的
特
徴
を
共
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
人
々
の
集
団
で
あ

る
と
こ
ろ
の
人
種
」
及
び
「
文
化
的
諸
特
徴
を
共
有
す
る
と
さ
れ
て
い
る
人
々
の
集
団
で
あ
る
民
族
、
種
族
」
を
挙
げ
た
う
え
で
、
い
わ

ゆ
る
部
落
差
別
を
含
む
「
社
会
的
出
身
に
基
づ
く
差
別
」
は
同
条
例
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
旨
を
述
べ
て
い
る
（
衆
議
院
外
務
委
員
会
一

九
九
五
年
一
一
月
二
一
日
）。

（
5
）　

ア
メ
リ
カ
の
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
憎
悪
表
現
規
制
（R. A

. V
. v. City of St. Paul, 505 U

.S. 377 (1992)

）
を
違
憲

と
判
断
し
た
ほ
か
、
公
立
学
校
に
お
け
る
反
戦
表
現
の
規
制
（T

inker v. D
es M

oines Indep. Cm
ty. Sch. D

ist., 393 U
.S. 503 

(1969)

）、
象
徴
的
表
現
と
し
て
の
国
旗
焼
却
行
為
の
規
制
（T

exas v. Johnson, 491 U
.S. 397 (1989)

）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不

健
全
な
表
現
の
規
制
（Reno v. A

CLU
, 521 U

.S. 844 (1997)

）、
暴
力
的
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
規
制
（Brow

n v. Entm
ʼt M

erchs. 
A

ssʼn, 131 S. Ct. 2729 (2011)
）、
殉
職
兵
士
の
葬
儀
会
場
周
辺
に
お
け
る
デ
モ
の
規
制
（Snyder v. Phelps, 131 S. Ct. 1207 

(2011)

）
を
含
む
数
多
く
の
表
現
規
制
を
違
憲
と
判
断
し
て
い
る
。

（
6
）　
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
一
回
・
第
二
回
定
期
報
告
（
仮
訳
）
二
〇
〇
〇
年
一
月
」
五
〇
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

（
7
）　

衆
議
院
外
務
委
員
会
一
九
九
五
年
一
一
月
二
一
日
（
河
野
洋
平
国
務
大
臣
答
弁
）。

（
8
）　

前
掲
注（
６
）・
二
〇
〇
〇
年
報
告
・
五
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

（
9
）　

集
団
侮
辱
罪
の
可
能
性
に
つ
き
、
平
川
宗
信
著
『
名
誉
毀
損
罪
と
表
現
の
自
由
』
一
七
三
頁
（
一
九
八
三
年
）
な
ど
。

（
10
）　

イ
ギ
リ
ス
は
公
共
秩
序
法
一
八
条
、
ド
イ
ツ
は
連
邦
刑
法
一
三
〇
条
、
カ
ナ
ダ
は
連
邦
刑
法
三
一
九
条
等
で
憎
悪
表
現
を
規
制
し
て

い
る
。

（
11
）　

山
口
厚
著
『
刑
法
各
論
（
補
訂
版
）』
一
六
二
頁
（
二
〇
〇
六
年
）。

（
12
）　

前
掲
注（
11
）・
山
口
・
一
五
三
頁
。

（
13
）　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
連
邦
の
人
種
差
別
禁
止
法
に
基
づ
く
憎
悪
表
現
規
制
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
一
部
の
州
で
は
刑
事
規
制
も
設

け
て
い
る
。

（
14
）　

カ
ナ
ダ
の
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
刑
法
と
人
権
法
の
双
方
に
よ
る
憎
悪
表
現
規
制
を
設
け
て
い
た
が
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
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人
権
法
に
よ
る
憎
悪
表
現
規
制
を
廃
止
す
る
法
案
が
成
立
し
、
成
立
か
ら
一
年
後
の
二
〇
一
四
年
六
月
に
実
際
に
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
当
該
規
制
の
内
容
及
び
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
憎
悪
表
現
規
制
︱
国
内
人
権
機
関
の
役
割

︱
」
国
際
人
権
二
四
号
四
八
頁
（
二
〇
一
三
年
）
及
び
「
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
違
い
に
学
ぶ
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
法
律
と
判
例
」

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
二
八
二
号
五
八
頁
（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
15
）　

人
権
保
障
の
た
め
の
国
内
人
権
機
関
に
つ
い
て
は
、
山
崎
公
士
著
『
国
内
人
権
機
関
の
意
義
と
役
割
』（
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
16
）　

カ
ナ
ダ
の
例
と
し
て
、C

a
n

a
d

ia
n H

u
m

a
n R

igH
t

s C
o

m
m

issio
n, s

peCia
l R

epo
Rt t

o p
a

Rlia
m

en
t: F

Reed
o

m o
F e

x
pRessio

n 
a

n
d F

Reed
o

m FRo
m H

a
t

e in t
H

e in
t

eRn
et a

ge (2009); R
iCH

a
Rd m

o
o

n, R
epo

Rt t
o t

H
e C

a
n

a
d

ia
n H

u
m

a
n R

igH
t

s 
C

o
m

m
issio

n C
o

n
CeRn

in
g s

eCt
io

n 13 o
F t

H
e C

a
n

a
d

ia
n H

u
m

a
n R

igH
t

s a
Ct a

n
d t

H
e R

egu
la

t
io

n o
F H

a
t

e s
peeCH o

n t
H

e 
in

t
eRn

et (2008)
な
ど
。

（
17
）　

芦
部
信
喜
著
・
高
橋
和
之
補
訂
『
憲
法
（
第
五
版
）』
二
〇
九
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（
18
）　

当
該
学
校
は
二
〇
一
二
年
四
月
に
別
の
朝
鮮
学
校
に
統
合
さ
れ
て
新
た
な
名
称
に
変
更
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
校
舎
に
移
転
し
て
い
る
。

（
19
）　

京
都
地
判
平
二
三
・
四
・
二
一
の
事
実
認
定
に
よ
る
と
、
被
告
人
ら
は
本
文
中
の
発
言
の
他
に
次
の
発
言
を
行
っ
た
。「
朝
鮮
学
校
、

こ
ん
な
も
ん
は
学
校
で
な
い
。」「
都
市
公
園
法
、
京
都
市
公
園
条
例
に
違
反
し
て
五
〇
年
あ
ま
り
、
朝
鮮
学
校
は
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
、
朝

礼
台
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
の
も
の
を
不
法
に
設
置
し
て
い
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
許
す
こ
と
で
き
な
い
。」「
北
朝
鮮
の
ス
パ
イ
養
成
機
関
、

朝
鮮
学
校
を
日
本
か
ら
叩
き
出
せ
。」「
門
を
開
け
て
く
れ
て
、
設
置
し
た
も
ん
を
運
び
届
け
た
ら
我
々
は
帰
る
ん
だ
よ
。
そ
も
そ
も
こ
の

学
校
の
土
地
も
不
法
占
拠
な
ん
で
す
よ
。」「
戦
争
中
、
男
手
が
い
な
い
と
こ
ろ
、
女
の
人
レ
イ
プ
し
て
虐
殺
し
て
奪
っ
た
の
が
こ
の
土

地
。」「
わ
し
ら
は
ね
、
今
ま
で
の
団
体
の
よ
う
に
甘
く
な
い
ぞ
。」「
早
く
門
を
開
け
ろ
。」「
戦
後
。
焼
け
野
原
に
な
っ
た
日
本
人
に
つ
け

込
ん
で
、
民
族
学
校
、
民
族
教
育
闘
争
で
す
か
。
こ
う
い
っ
た
形
で
、
至
る
所
で
土
地
の
収
奪
が
行
わ
れ
て
い
る
。」「
不
法
占
拠
し
た
と

こ
や
な
い
か
こ
こ
は
。」「
お
前
ら
が
な
、
日
本
人
ぶ
ち
殺
し
て
こ
こ
の
土
地
奪
っ
た
ん
や
な
い
か
。」「
約
束
と
い
う
も
の
は
人
間
同
士
が

す
る
も
の
な
ん
で
す
よ
。
人
間
と
朝
鮮
人
で
は
約
束
は
成
立
し
ま
せ
ん
。」

（
20
）　

京
都
地
裁
は
、
在
特
会
の
団
体
と
し
て
の
組
織
構
造
、
総
会
に
お
け
る
意
思
決
定
、
基
本
事
項
に
関
す
る
会
則
、
及
び
収
入
確
保
の

た
め
の
体
制
な
ど
の
存
在
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
在
特
会
の
社
団
と
し
て
の
当
事
者
能
力
を
認
め
た
。

（
21
）　

動
画
の
公
開
に
つ
い
て
、
本
件
の
朝
鮮
学
校
側
弁
護
団
に
加
わ
っ
た
江
頭
節
子
氏
は
、
動
画
に
撮
影
さ
れ
ネ
ッ
ト
上
に
流
れ
る
こ
と
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を
意
識
す
る
が
ゆ
え
に
街
宣
参
加
者
が
一
層
過
激
な
言
動
を
発
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
実
際
に
ネ
ッ
ト
上
で
多
く
の
支
持
者
を
得
る

こ
と
と
な
り
、
街
宣
参
加
者
も
増
え
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
差
別
言
辞
が
ネ
ッ
ト
上
で
反
復
再
生
さ
れ
る
こ
と
で
被
害
者
の
苦
痛
が

増
す
こ
と
と
な
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
こ
う
し
た
動
画
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
行
為
こ
そ
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
四
条
が
処
罰
を
求
め
る
人
種

差
別
を
助
長
扇
動
す
る
宣
伝
活
動
な
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
江
頭
節
子
「「
在
特
会
」
メ
ン
バ
ー
等
に
よ
る
朝
鮮
学
校
の
授
業
妨
害

訴
訟
︱
京
都
地
裁
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
四
月
二
一
日
判
決
︱
」
国
際
人
権
二
三
号
七
七
頁
（
二
〇
一
二
年
）。

（
22
）　

菊
地
洋
「
人
権
条
約
の
国
内
適
用
に
お
け
る
私
人
の
責
任
と
公
的
機
関
の
責
任
︱
小
樽
温
泉
入
浴
拒
否
訴
訟
を
素
材
と
し
て
︱
」
成

城
法
学
七
四
号
一
頁
（
二
〇
〇
五
年
）。
な
お
、
京
都
地
裁
は
、「
本
件
活
動
に
伴
う
業
務
妨
害
と
名
誉
毀
損
は
、
民
法
七
〇
九
条
所
定
の

不
法
行
為
に
該
当
す
る
と
同
時
に
、
人
種
差
別
に
該
当
す
る
違
法
性
を
帯
び
て
い
る
」（
判
決
文
七
四
頁
。
第
５
の
末
尾
）
と
述
べ
て
お

り
、
こ
こ
で
は
、
七
〇
九
条
所
定
の
不
法
行
為
か
ら
分
離
し
て
条
約
違
反
を
認
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。

（
23
）　

憎
悪
表
現
を
め
ぐ
る
表
現
と
行
為
の
境
界
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
と
し
て
、
梶
原
健
佑
「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
「
表
現
」
の
境

界
」
九
州
法
学
九
四
号
四
九
頁
（
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
24
）　

本
件
と
の
関
連
で
名
誉
毀
損
罪
と
侮
辱
罪
の
差
異
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
金
尚
均
「
名
誉
毀
損
罪
と
侮
辱
罪
の
間
隙
︱
人

の
出
自
、
民
族
、
属
性
に
対
す
る
誹
謗
・
中
傷
に
つ
い
て
︱
」
立
命
館
法
学
三
四
五
・
三
四
六
号
三
〇
九
頁
（
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
25
）　

江
頭
節
子
氏
は
、
本
件
の
加
害
や
被
害
の
実
情
に
照
ら
し
て
刑
が
均
衡
し
て
い
な
い
と
感
じ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
掲
注

（
21
）・
江
頭
・
七
六
頁
。

（
26
）　See, e.g., T
hom

as I. Em
erson, T

ow
ard a G

eneral T
heory of the First A

m
endm

ent, 72 Y
a

le L.J. 877, 924 (1963). 

当
該
エ
マ
ー
ソ
ン
教
授
の
指
摘
は
集
団
名
誉
毀
損
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
27
）　

前
掲
注（
21
）・
江
頭
・
七
六
頁
。

（
28
）　

楠
本
孝
「
在
特
会
事
件
判
決
の
意
義
と
限
界
」
法
と
民
主
主
義
四
六
四
号
五
六
頁
（
二
〇
一
一
年
）。
な
お
、
侮
辱
罪
の
保
護
法
益

を
「
人
間
の
尊
厳
」
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
見
解
と
し
て
、
前
掲
注（
９
）・
平
川
・
一
七
三
頁
な
ど
。

（
29
）　N

adine Strossen, R
egulating R

acist Speech on Cam
pus: A

 M
odest Proposal, 1990 d

u
k

e L.J. 484, 521-22, 555 
(1990).
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（
30
）　W

isconsin v. M
itchell, 508 U

.S. 476 (1993).

（
31
）　Civil Rights A

ct of 1964 T
itle II, 42 U

SC 

§ 2000a.
（
32
）　

前
掲
注（
６
）・
二
〇
〇
〇
年
報
告
・
五
一
パ
ラ
グ
ラ
フ
。

（
33
）　

二
〇
一
三
年
五
月
の
国
会
に
お
け
る
質
疑
の
な
か
で
、
日
本
国
内
に
憎
悪
表
現
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
ら

れ
た
安
倍
首
相
は
、「
一
部
の
国
、
民
族
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
言
動
の
あ
る
こ
と
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
」
で
あ
り
、「
他
国
を
、
あ
る

い
は
他
国
の
人
々
を
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
我
々
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
認
識
を
持
つ
の
は
全
く
間
違
っ

て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
参
議
院
予
算
委
員
会
二
〇
一
三
年
五
月
七
日
。

（
34
）　
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
七
回
・
第
八
回
・
第
九
回
政
府
報
告
（
仮
訳
）
二
〇
一
三
年
一
月
」
七
二
パ
ラ
グ
ラ
フ
。


